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中間口金自動組付け機つらい段替作業ゼロへの挑戦！
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弊社は愛知県清須市に置き、世界1６の国と地域でグローバルサプライヤーとして
事業展開しており、大きく分け4種類の自動車部品を生産しています。私たちが所
属しているのは、機能部品を生産しているFC事業本部です。

FC事業本部は国内の生産拠点が4拠点あり、私が所属する春日工場は、愛知県
清須市に位置しています。

春日工場の生産品は 車にとってなくてはならない“走る・曲がる・止まる”を支えドラ
イバーや乗員の安全をサポートする部品を生産し、私たち高圧ホース課は保安部品
であるブレーキホースを生産しています。

ブレーキホースとは自動車の止まる機能に欠かせない部品であり、タイヤに最も近い
位置に装着されている油圧配管で高耐久力と低膨張性が求められる製品です。

Ｑ Ｃサークル紹介
発 表 形 式

プロジェクタ

ブレーキホースの製品構成は5層で成り立つホースに 口金を用途別に組付けていま
す。各ホース・口金を組合わせた製品は約4,000種類にもなり 月当たり160～
180万本生産・出荷しています。国内シェア・納入先は御覧のようになっています。

高圧ホース課は総勢109名が在籍、全９サークルが推進責任者・吉田課⾧の下
活動しています。私たち美味しんぼうサークルの係では 少量多品種の製品を扱い 人
の手によるワークの脱着が大半を占めています。23年からライン移管・増員による新
体制となったこともあり新たな作業を身に着けながら日々生産しています。
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工場スローガン【安全はすべてに優先・皆で実践安全作業】を念頭に 作業内の危険
や不安を感じる内容を抽出し、リスクアセスメント評価に基づいた点数付けの結果、
中間口金自動組付け機段替え作業が最も高く今回の取り組みです。中間口金とは
ブレーキホースの中央部に組付けられたホースと車体に固定するための金具で、つば
の部分をフランジ　ホースが挿入される筒形の部位をスリーブと呼んでいます。

X軸はQC手法の使い方とまとめ方の項目が現在レベル１のメンバーがQC手法を学
び、要因解析でのデータ取りでレベルアップを狙い、Y軸は新体制で以前よりレベル
が下がった人間関係とチームワークアップが急務と考え、このテーマ取り組みを機会
にポイントをレベル３まで上げレベルアップを目指します。

私たちのサークルは　世話人（係⾧）アドバイザー（班⾧）リーダー黒柳 サブリー
ダー 峰本で平均年齢は47.1歳　派遣社員２名を含む10名のメンバーで構成。
60分の会合を月２回 活発に行っており、サークルレベルはBで活動を通してレベル
アップを目指します。

設備上は複雑に入り組んだ箇所もあり無理な体勢を強いられることもありま
す。４つの段替えの中でも北川さんは 腰を曲げて手をつく 中間口金搬送治
具の交換作業が一番苦手とのこと。

「大変さ、辛さはわかったけが具体的な危険度合いの評価基準がわからず、定量値
で比較すれば対策によってどれだけ効果が出せたかわかりそう」等意見が出ましたが
メンバーには知識がなく、会合議事録を持って世話人もとへ相談した結果、「以前に
課内でOWAS法のリスク評価を行ったサークルがある」と参考資料を基に みんなで
覚えて段替え作業に当てはめてみることにしました。

品番毎の段替え作業箇所をマップにてメンバーで確認。設備の中には技能員が
上る必要な箇所があり、安全を確保するために慎重に行われます。段替えは日当
たり２回　およそ1３分近くかけて作業。更に次は北川さんの段替え作業の詳細
を調査。

〈工程概要〉30品目・４種の中間口金を10,000本/月生産。孔広げを行ったホー
スに①ニップルが挿入され搬送②中間口金をホースに挿入し ③かしめ、位置検査
後に合格品が排出。組付けられたホースは次の組付け工程へ供給され。

会合でテーマ選定を悩んでいる際に「不慣れな作業に潜んでいる危険や、　やりにくい
作業を点数付けして評価するのはどうか」「リスクアセスメントを行い安全に作業ができ
るよう現場改善を目指した良い取り組みが出来そう!」との意見が出て、メンバーの抱
えている不安作業を抽出して評価する事にしました。

③かしめ

①ﾆｯﾌﾟﾙ ②中間金具

ホース

中間金具

苦手 アドバイス



データ結果から中間口金の掴み位置は見えたけれどもフランジの有無による違いに
関わらず、すべて同条件で掴める理想の治具の形状にメンバーは悩みました。
その日の我が家で「夕飯の支度をしているキッチンをのぞき込む我が子」その光景を
眺めていて ふと考えました　高さや掴み位置が異なる口金を常に一定の動きをする
アームに対して口金の乗るステージの高さを変えて調整出来るかもしれない・・・

OWAS法で４段階のリスク評価を実施。例として必殺技を放つウルト
ラセブンの姿勢を例では、背中の状態はまっすぐでありコード１、両腕
が肩より上でコード３、足は片足立ちなのでコード６、物は持たない為
コード１、評価カテゴリーは”１”で体に負担はなくリスクは極めて低い
状態と判定されました。

家にある子どものブロックのおもちゃを使い、みんなで試作モデルを製作。搬送治具の
イメージでフランジ有はステージの上、フランジ無はベース面にそのまま乗せ、形状の
違いを利用し置き方の区別化作戦で、メンバー間でイメージの共有が出来、図面を
起こしてトライ用の試作品を用意。

系統図を用い、【中間口金の種類ごとに段替えを行っている】という特性に対して　なぜ?な
ぜ?で要因を掘り下げ分析。フランジの有り無し・スリーブの寸法が異なる点から既存治具で
対応できず、形状の異なる口金の為、段替えが必要【なぜフランジ部を逃がす構造が必要なの
か】口金の搬送先の挿入治具にはホースに対して真っ直ぐ置く必要があり、フランジの逃がし溝
があり、ずれた場合は正しくセット出来ず、搬送治具にも向きをそろえるための溝があり口金ごと
の段替えが必要と分かりました。

北川さんの苦手とする段替え作業姿勢で評価、搬送治具の段替え箇所は足場がなく近づくこと
が出来ない為、前かがみの状態で手をついてバランスを取り片足重心の中腰の状態で段替え作
業を行っているので、カテゴリーはリスク高さが二番目のカテゴリー”３” 早急な改善が求めら
れ、その他の段替えはカテゴリー”１”の評価の為、搬送治具の段替え作業に焦点を絞り北川さ
んを苦しみから解放するべくサークルで取り組むことになりました。

目標設定を【中間口金搬送治具の段替え作業を】【6月末まで】【カテゴリー”３”か
ら”１”までリスクを下げる】を目標で、計画立案、新・既存メンバーでタッグを組み人
間関係とチームワークのレベルアップを狙い、QC手法強化を目指し検証回数が何度
も行われるデータ取り・グラフ化は全員で行いレベルアップを目指しました。

＜中間口金自動組付け機９st口金搬送工程概要＞※口金がセット位置ま
で運ばれて行き、アームが挿入治具にセットしホースが挿入される。搬送治具
は口金の種類に合わせて段替えを行っており①設備に上り 着脱、返却を含め
た段替え時間は150秒(2分半）です。

口金を正しくセット出来る アームが掴む位置の許容範囲の検証を行い
ました。アームは毎回同じ位置で口金を掴むため以下の手順で口金の
位置を調整。搬送治具のスペーサーを増減させアームがスリーブを掴む
位置を1mmずつ変更。正しくセットできる高さ、異常が発生する高さを
確認し各々口金が共通して正しくセットできる範囲が判明。

OWAS法（Ovako Working Posture Analysing System）

フィンランドで開発され姿勢分類と評価基準によって

作業姿勢を4 段階のカテゴリーにて判定し評価

・評価表のカテゴリー分類ごとのリスク

カテゴリー１ ・ 負担は問題ない。ﾘｽｸは低い。

カテゴリー２ ・ 有害。リスクは低い改善必要。

カテゴリー３ ・ 有害。リスクも高い早急に改善。

カテゴリー４ ・ 非常に有害。リスクは極めて高、直ちに改善。

・作業姿勢の分類

体の部分を「背中（背部）」「腕（上肢）」「足（下肢）」の

各部分の状態作業で支える「重量」との４つの要素をコード化し

組み合わせて 評価表内のカテゴリーを決定する

※ﾊﾟｰﾂﾌｨｰﾀﾞｰから

流れてきた口金を

アームが搬送治具に乗せる

搬送治具

※ 搬送

治具

①

カテゴリー３

予定
実績

誰が 何を いつまでに どうする

美味しんぼう
サークルが

中間口金搬送治具の
段替え作業を

23年6月末までに
カテゴリー３から
カテゴリー１への挑戦

担当 副担当 23/1 2 3 4 5 6

テーマ選定 全員 全員

現状調査 全員 全員

目標の設定 黒柳 全員

要因解析 野田
澤田

大久保

有効性の確認 北川
磯村
堀

対策の立案・実施 宮地 山住

効果の確認・標準化 黒柳 峰本

反省・今後の進め方 全員 全員

活動計画
新メンバーと既存メンバーでタッグを組み
人間関係とチームワークのレベルアップ！

9.目標設定 「31-17」

ＱＣ手法強化

交換場所

１４ １５ １６ １７ １８
アームが掴んだ

治具上面からの距離

異常発生回数10
（回）



生産性は段替えで150秒/回、要していた所要時間が不要となり、100分/月・年
間で20時間の工数削減となり、副次効果では段替えが不要で、正規技能員やﾘﾘｰﾌ
ﾏﾝと誰もが間違えず作業が出来る様になり異常置きや口金落下が発生しない為、
異常処置での不要な昇降を無くすことが出来ました。標準化として中間口金自動組
付け機の段替え手順書を改訂。今後の取り組みとして 搬送治具の相方の挿入治具
は段替えが必要な為、次期以降の活動ですべての口金に対応できる改善を目指しま
す。

異常置きの発生を二次対策 三次対策を経て封じ込めることが出来、現在も異常
置き・落下０継続中。新治具による製品へのｷｽﾞ等不具合もなく、口金搬送治具
の段替えが不要になりOWAS法による段替え作業のﾘｽｸ評価ｶﾃｺﾞﾘｰ”３”から”
１”へ無事にﾘｽｸが解消され目標達成。北川さんもとても喜んでいました。

ﾌﾗﾝｼﾞとｽﾃｰｼﾞの接地面にﾏｸﾞﾈｯﾄﾃｰﾌﾟを張ることで横からの衝撃に強くなり口金が暴れ
ることなく搬送できるようになり、新のｶﾞｲﾄﾞﾏｸﾞﾈｯﾄによる追加対策を経て再度検証を実
施ようやく4種類すべての口金の異常置きを”０”にすることができました。ﾃｰﾌﾟ状の磁石
は剥離する恐れがある為ｽﾃｰｼﾞの中に磁石を埋め込んだ内蔵型にﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟしこれで
ﾒﾝﾊﾞｰが思い描いていた搬送治具が完成しました。

ﾚﾍﾞﾙ１だったﾒﾝﾊﾞｰを中心に測定結果やﾃﾞｰﾀをｸﾞﾗﾌへまとめ活用したことでQC手法
の使い方・まとめ方への理解が深まり全員がﾚﾍﾞﾙ”３”へ、X軸のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟと新旧ﾒﾝ
ﾊﾞｰが協力しながら課題解決に取り組んだことで日々の業務も円滑に行えるようになり
課題や問題に立ち向かえるﾁｰﾑﾜｰｸが向上しY軸の Bｿﾞｰﾝ内へ､ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟと急務のﾒﾝ
ﾊﾞｰ同士の人間関係向上を狙いも全員で楽しみながらﾁｰﾑﾜｰｸの強化が行うことが出
来ました次期のﾃｰﾏが目標として見えているため ﾒﾝﾊﾞｰのﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを維持したまま有
意義な活動になる様運営します。

治具･図面を工作室で、ﾒﾝﾊﾞｰの思いを伝えるべく打ち合わせし、板
持さんが既存治具に重ねて使用できるｱｲﾃﾞｱを提案してもらい新治
具を使用し各口金が正しくｾｯﾄできるのか検証を実施。

各々口金を60回ずつﾄﾗｲ実施。ﾌﾗﾝｼﾞ無はすべて正常置きが出来ましたがﾌﾗﾝｼﾞ有は口金がｽﾘｰﾌﾞ側
に重心が偏る為、搬送治具上で傾き異常が多発し、新たなﾍﾞｰｽの重なりによりｽﾘｰﾌﾞｶﾞｲﾄﾞの突き出し
量が少なくなりｽﾘｰﾌﾞ内へ入りきらず口金に対しての安定感が損なわれていました。

再度、板持さんにｽﾘｰﾌﾞｶﾞｲﾄﾞの形状変更を依頼し 既存治具と同様な機能させるため
10mm伸ばすことで安定感のｱｯﾌﾟを狙い、再びﾄﾗｲを実施。しかし異常は”０”にはな
りません。搬送治具がｱｰﾑ保持位置まで移動した際に衝撃による振動でｽﾃｰｼﾞからズレ
落ちてしまう事象が発生。予想外の事態にﾒﾝﾊﾞｰは頭を抱えました｡

振動により口金が動いてしまう困りごとをｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰへ伝えると「フランジが動かない
ようにするために磁石を使ってみれば」とｱﾄﾞﾊﾞｲｽを頂き、係内でもﾜｰｸの落下防止
で磁石を使用している工程があることを思い出し、新たな対策を実施。

副 効 果

横 展

標 準 化

今後の取組み

段替え所要時間

中間口金自動組付け機 段替手順書の記載を改訂
2023.5.20 完了

類似設備が存在しない為無し

挿入治具は現状 段替えが必要なままであるため、サークル活動で取り組み
すべての口金に対応できる改善を目指します

副次効果として

段替えが不要になった

段替え間違えが起こらない

正規技能員/リリーフマン
誰が行っても同じ条件で作業が出来る！

異常置き・口金落下が発生しない！

不要な昇降、拾い上げが無くなった！

年間 1200分(20時間) 削減

月あたり100分 削減

18.効果の確認② 「31-29」

（19.反省と今後の進め方） 「31-30」 「31-31」

2.0→2.6 レベル

2.0→3.0 レベル

(ｲ）人間関係とチームワーク

(ﾊ）QC手法の使い方まとめ方

アドバイス


